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８ 
2009

協賛企業 
（株）いつき 
愛媛トヨペット（株） 
（株）香川ネオン 
ホテルアビス松山 
まち帽くんシステム 
（株）若草設計 
アマノ印刷（有） 
上田消防建設（株） 
愛媛合同物流（株） 
愛媛パッケージ（株） 
（有）おがわ 
桜うづまき酒造（株） 
宗教法人　伊豫豆比古命神社 
昇栄建設（株） 
（有）東昇技建工業 
（株）ハート交通 
媛彦温泉 
ホテル奥道後 
（株）松山建装社 
マルマストリグ（株） 
（株）モバイルコム 

森本　耕司 
大城戸俊二 
平岡昌次郎 
村上　博英 
須賀　信弌 
石丸　寿夫 
天野　眞作 
正岡　尚起 
近藤　弘志 
井川　直樹 
小川　　仁 
篠原　成昌 
長曽我部昭一郎 
郷田　明史 
小泉　啓典 
寺川　洋史 
大野　剛嗣 
坪内　洋輔 
盛重　泰輔 
河野　行信 
所谷　直人 

先輩 

先輩 

先輩 

先輩 

先輩 

先輩 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

君 

〔５０音順〕 

【堀之内公園】 
堀之内公園（ほりのうちこうえん）は、城山
とその周辺を公園とした都市公園である。
正式名称は「城山公園」で、松山城の本丸、
二之丸、三之丸を包括する。公園全域は、文
化財保護法に基づく史跡であり、松山城大
天守など建造物が国の重要文化財に指定
されている。 

「ＪＣｉ・ｓ・ｍ」（ＪＣイズム） 
～踏み出そうこのまちの明日（あした）のために… 
さあ行こう私たちには情熱がある～ 

ご購読のお申し込みは（社）松山青年会議所まで 
TEL（089）941-0194　　無料 

2 サマコン特集 

13 ２００９年度松山ＪＣ委員会紹介 編集後記 

5 「新入会員入会式・正会員証授与式」 
次月例会ＰＲ　会員開発委員会 

12 「趣味の会」レポート 

10 松山市民シンポジウムＰＲ 

6 Ｊえったい 得するＣａｌｅｎｄａｒ（８．１８～９．１６） 

4 第１回臨時総会報告 
７月例会報告 
「すべては次世代の子供達のために。」 

～食育のすゝ め～ 
７月２１日（火）南海放送本町会館 １階 テルスターホール 

8 わんぱく相撲まつやま場所奮闘記 

11 宇和島釣り大会ＰＲ 

１ http://www.m-jc.net/



SUMMER 
CONFERENCE2009

横
浜
た
そ
が
れ 

〜
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

　
２
０
０
９
に
参
加
し
て
〜 

ガ
ン
ダ
ム 

大
地
に
立
つ
！ 

２ http://www.m-jc.net/

 

未
来
人
共
育
室
　
和
泉
　
北
斗 

『
悟
り
と
い
ふ
事
は
如
何
な
る
場

合
に
も
平
気
で
死
ぬ
る
事
か
と
思
っ

て
居
た
の
は
間
違
ひ
で
、 

悟
り
と

い
ふ
事
は
如
何
な
る
場
合
に
も
平
気

で
生
き
て
居
る
事
で
あ
つ
た
』
（
正

岡
子
規
）。
今
年
の
春
、
十
時
間
に
及

ぶ
手
術
を
し
ま
し
た
。
「
普
通
」
に

生
き
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
こ
と

か
、
そ
し
て
「
生
き
る
」
こ
と
が
い

か
に
脆
く
、
儚
い
も
の
で
あ
る
か
。

だ
か
ら
こ
そ
い
か
に
生
き
る
か
、
人

そ
れ
ぞ
れ
の
矜
持
が
試
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

い
か
に
生
き
る
か
、
そ
の
こ
と
に

対
し
て
気
づ
き
の
場
を
提
供
し
て
く

れ
る
の
が
青
年
会
議
所
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
一
地
方
に
留
ま
ら
ず
、

「
国
」
と
い
う
大
き
な
見
地
・
視
野

を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
毎
年
こ
の

時
期
に
横
浜
で
開
か
れ
る
社
団
法
人

日
本
青
年
会
議
所
が
主
催
す
る
「
サ

マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
で
す
。 

ま
ず
最
初
に
「
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
」
で
開
催
さ
れ
て
い
る
セ
ミ

ナ
ー
の
ひ
と
つ
【
「
真
の
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
」
創
造
セ
ミ
ナ
ー
】
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
よ

り
（
社
）
日
本
青
年
会
議
所
に
常
任

理
事
と
し
て
出
向
し
て
お
り
ま
す
副

理
事
長
井
川
直
樹
君
が
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ス
タ
ー
の

長
尾
香
里
氏
、
新
進
気
鋭
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
中
原
圭
介
氏
、
そ
し
て
次
年

度
会
頭
予
定
者
の
相
澤
副
会
頭
を
相

手
に
堂
々
た
る
進
行
役
で
し
た
、
お

疲
れ
様
で
す
。
た
だ
同
じ
時
間
帯
、

別
会
場
に
て
か
の
有
名
な
美
人
市
議

藤
川
優
里
さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
来
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
・
・
・
、

男
の
友
情
を
優
先
ー
！
！
、
で
も
拝

見
し
た
か
っ
た
ぁ
、
残
念
無
念
―
（

泣
）
。 

今
年
の
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
テ
ー
マ
に
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
横
浜
開
港
百
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
、
議
論
が
巻
き

起
こ
っ
て
い
る
番
組
名
に
「
ジ
ャ
パ

ン
・
デ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
が
、
ま
さ
に
日
本
が
世
界
に
飛

び
出
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
荒
波
に

飛
び
込
ん
だ
と
き
で
あ
り
ま
す
。
メ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅰ
〜
開
港
百
五
十

年
か
ら
問
う
こ
の
国
の
在
り
方
〜
で

は
、
百
五
十
年
前
の
あ
の
「
幕
末
・

明
治
維
新
」
を
一
回
目
の
変
革
、
二

回
目
の
変
革
を
「
終
戦
」
、
そ
し
て

今
、
三
回
目
の
変
革
期
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
櫻
井
よ
し
こ
氏
、

松
本
健
一
氏
、
手
嶋
龍
一
氏
、
高
橋 



ガ
ン
ダ
ム 

大
地
に
立
つ
！ 

和
泉
室
長
が
み
と
ど
け
た 

ガ
ン
ダ
ム 

大
地
に
立
つ
！ 

ガ
ン
ダ
ム 

大
地
に
立
つ
！ 

３ http://www.m-jc.net/

史
朗
氏
を
お
迎
え
し
て
、
近
代
国
家

日
本
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
日
本
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま

し
た
。 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
幕
末
・
明
治

維
新
の
話
に
及
ん
だ
と
き
、
一
番
多

く
出
た
名
前
が
坂
本
竜
馬
で
し
た
。

彼
が
実
際
、
偉
大
な
仕
事
を
成
し
遂

げ
た
の
か
ど
う
か
、
過
去
の
こ
と
で

す
、
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
も
自
分
も
坂
本

竜
馬
像
と
い
う
の
は
大
な
り
小
な
り

司
馬
遼
太
郎
氏
の
「
竜
馬
が
ゆ
く
」

に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
ま
で「
坂
本
竜
馬
」を
求
め
る
の
か
、

そ
こ
に
今
も
と
め
ら
れ
て
い
る
リ
ー

ダ
ー
像
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

「
竜
馬
が
ゆ
く
」
の
１
節
―『「
わ

れ
わ
れ
土
州
人
は
血
風
惨
雨
・
・
・
」

と
ま
で
言
っ
て
、
竜
馬
は
絶
句
し
た
。

死
ん
だ
同
志
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
、

涙
が
声
を
吹
き
消
し
た
の
で
あ
る
。

「
の
な
か
を
く
ぐ
っ
て
東
西
に
奔
走

し
、
身
命
を
か
え
り
み
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
土
佐
藩
の
た
め
で
あ
っ
た
か
、

ち
が
う
ぞ
」
ち
が
う
、
と
い
う
こ
と

は
桂
も
知
っ
て
い
る
。
土
州
系
志
士

た
ち
は
母
藩
か
ら
何
の
保
護
も
う
う

け
ぬ
ば
か
り
か
か
え
っ
て
迫
害
さ
れ
、

あ
る
い
は
京
の
路
上
で
死
に
、
あ
る

い
は
蛤
御
門
、
天
王
山
、
吉
野
山
、

野
根
山
、
高
知
城
下
の
刑
場
で
屍
を

さ
ら
し
て
き
た
。
か
れ
ら
が
、
薩
長

の
よ
う
な
自
藩
意
識
で
行
動
し
た
の

で
は
な
い
こ
と
は
、
天
下
が
知
っ
て

い
る
。
』 

彼
に
は
私
利
私
欲
が
無
か
っ
た
、

ま
た
仲
間
に
は
仁
慈
を
持
っ
て
接
し
、

己
を
省
み
な
か
っ
た
、
「
無
」
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
人
間
と
し
て

の
「
器
」
を
備
え
な
け
れ
ば
、
混
乱

し
た
情
勢
を
収
集
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
人
は
た
の

も
し
さ
や
す
が
す
が
し
さ
を
覚
え
、

魅
力
を
感
じ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
ん
な
し
が

ら
み
が
あ
り
、
当
然
、
そ
の
し
が
ら

み
が
あ
る
か
ら
、
今
、
生
活
で
き
て

い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の
は
事
実

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
う
し
た
現

実
を
超
越
し
、
俯
瞰
し
た
立
場
（
「

無
」
で
あ
る
こ
と
）
か
ら
、
政
治
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。 

ま
も
な
く
衆
議
院
選
挙
で
す
。
メ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
麻
生
首
相
が
ご
出
席
さ
れ
、
当

然
、
選
挙
を
意
識
さ
れ
た
お
話
を
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
日
本
に
と
っ

て
「
第
三
の
転
換
点
」
、
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
と
な
る
の
か
、
大
い
な

る
決
断
の
と
き
で
す
。 

二
〇
〇
九
年
度
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
時

代
の
う
ね
り
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
百
五
十
年
前
、
国
難
に
際

し
、
わ
が
身
を
投
げ
捨
て
て
、
こ
の

国
を
守
り
、
近
代
日
本
を
作
り
上
げ

た
諸
先
輩
方
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
今

を
生
き
る
大
人
た
ち
も
ま
た
後
の
世

の
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
明
る
い
社

会
を
残
す
「
責
任
」
が
あ
る
こ
と
を

強
く
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 



第１回臨時総会・７月例会報告 

２００９年度 松山ＪＣ第１回臨時総会 
２００９年度 松山ＪＣ７月例会 
「すべては次世代の子供達のために。～食育のすゝ め～」 

平成21年7月21日（火）18：30～ 
南海放送本町会館１階 テルスターホール 

例 会 
報 告 
未来人共育室 
共育環境前進委員会主催 

４ http://www.m-jc.net/

第
一
回
臨
時
総
会 

第
一
号
議
案 

（
社
）
松
山
青
年
会
議
所
二
〇
一
〇

年
度
理
事
長
選
任
承
認
の
件 

七
月
例
会 

七
月
例
会
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
は
、
共
育
環
境
前
進
委
員
会

で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
第
一
部
と
し
て
、
当
委
員
会

が
食
育
を
テ
ー
マ
に
各
方
面
、
調
査
・

研
究
し
て
き
た
も
の
を
発
表
。
そ
し

て
、
松
山
ポ
ン
カ
レ
ー
と
い
う
結
論
。 

第
二
部
と
し
て
、
食
育
の
先
駆
者

で
あ
る
、
大
地
を
守
る
会
の
野
田
克

己
専
務
理
事
を
迎
え
、

講
演
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
教
育
（
知

育
、
体
育
、
徳
育
）

の
ベ
ー
ス
と
さ
れ
る

食
育
に
初
め
て
取
組

み
、
調
査
・
研
究
の

段
階
で
、
家
族
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

重
要
性
、
ま
ち
づ
く

り
、
環
境
問
題
、
産

業
の
活
性
化
、
命
の

授
業
等
々
、
広
く
深

く
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
に
我
々
自
身
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。 

全
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
当
然
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
育
の
重
要

性
の
導
入
部
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
さ
せ
て
頂
い
て
も
、
皆

様
を
刺
激
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

委
員
長
　
森
　
源
二
郎 



例 
告 

〈
次
月
例
会
Ｐ
Ｒ
〉 

山本　修平 
（やまもとしゅうへい） 
㈲ミッシェル・グラムール 
代表取締役 
平成１９年７月 松山ＪＣに入会。 
今年度、ふるさと文化発
信委員会　委員長 

「
二
〇
一
〇
年
ま
ち
づ
く
り 

ビ
ジ
ョ
ン
を
理
解
し
よ
う
！
」 

　〜
有
為
転
変
　
八
年
後
の
今
〜 

九 

●
９
月
１５
日（
火
）
１８
時
３０
分
〜 

　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

５ http://www.m-jc.net/

文
化
発
信
室 

ふ
る
さ
と
文
化
発
信
委
員
会 

委
員
長
　
山
本
　
修
平 

月
例
会
は
、
二
〇
〇
二
年
に
策

定
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
し
て
メ
ン
バ
ー

全
員
で
今
一
度
認
識
す
る
事
に
よ
り

先
輩
達
の
想
い
に
触
れ
、
真
の
二
〇

一
〇
年
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
体

感
で
き
る
よ
う
な
例
会
を
目
指
し
現

在
色
々
と
検
討
中
で
す
。 

私
達
の
故
郷
松
山
の
活
性
化
は
、

凛
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
な
く
し
て
は
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
堅
苦
し
く

な
ら
な
い
よ
う
、
誰
し
も
が
理
解
出

来
る
よ
う
な
内
容
と
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
是
非
と
も
ご
参
加
頂
け

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 



★は、県内の主なイベントです。 
・　・　は、ＪＣ関係の行事です。 ・

・日本ＪＣ財審／コンプラ ・日本ＪＣ財審 
・

・

・シニア例会 
（青少年共動 宝荘ホテル） 

・

21 22 23

28 29 30

4 5 6

11 12 13

8 月 
8.18～　 
　 9.16

・

・

・

・

・
・ ・日本ＪＣ正副会頭会議 

★はかた夏まつり 花火大会 
（今治市伯方） 

★夏の伝統工芸会展２００９ 
　～９月１３日（砥部町） 

★愛南町御荘夏まつり 
（愛南町御荘） 

★第２４回トライアスロン 
中島大会（松山市長師） 

★遺跡見学会 
（松山市北条地区） 

６ http://www.m-jc.net/

（
社
）
松
山
青
年
会
議
所
が
行
う

行
事
の
他
、
所
属
メ
ン
バ
ー
企
業

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
出
店
情
報
を
こ

ち
ら
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
発
信
い
た

し
ま
す
。 

貴
方
に
役
立
つ
情
報
が
必
ず
あ
る

は
ず
！？
で
す
。 

金（ＦＲＩ） 土（ＳＡＴ） 日（ＳＵＮ） 

備　考 

募集方法／ 
募集条件／ 

事務局までお知らせ下さい。 
公共性のあるイベントであること。または、青
年会議所メンバー又はシニアクラブメンバーの
所属する企業であること。 



・　・じゃがいもクラブ 
（エリエールゴルフクラブ松山） 

・ ・
・第９回理事会 

（コミセン） 

・公開討論会（市民会館） 

・・市民シンポジウム実行委員会 
（商工会館） 

8.18 19

24 25 26

31 9.1 2

14 15 16

20

27

3

7 8 9 10

・８月例会 
（会員開発委員会） 

★第２５回ワインパーティ 
　（道後山の手ホテル） 

・９月例会 
（ふるさと文化発信委員会） 

・じゃがいもクラブ 
（サンセットヒルズカントリークラブ） 

・財務会議（理事長誕生日） 

・第９回常任理事会 
（商工会館） ・正副会頭会議 ・

★ＷＡＫＵＷＡＫＵ子どもキャンプ 
　～２７日　（野外活動センター） 

★８月のふれあいギャラリー 
　～９月１日（いよてつ高島屋） 

７ http://www.m-jc.net/

月（ＭＯＮ） 火（ＴＵＥ） 水（ＷＥＤ） 

■掲載情報募集■ 
地域の経済発展に寄与する情報を常時募集中です。 
出店やイベント、お祭りや公演など、なんでもお知らせ下さい。Ｊ-Ｃａｌｅｎｄａｒ
にて発信いたします。 

木（ＴＨＵ） 



◎と　き／8月2日（日）　◎ところ／両国国技館 

８ http://www.m-jc.net/

去
る
八
月
二
日
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
が
東
京
の
両
国
国
技
館
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
は
、

五
月
に
行
わ
れ
た
わ
ん
ぱ
く
相
撲
ま

つ
や
ま
場
所
で
優
勝
し
た
四
年
生
日

野
昂
輝
く
ん
、
五
年
生
稲
田
太
一
く

ん
、
六
年
生
伊
藤
好
信
く
ん
、
監
督

と
し
て
松
山
市
相
撲
連
盟
の
山
口
貴

史
理
事
長
、
そ
し
て
青
少
年
共
動
委

員
会
メ
ン
バ
ー
で
松
山
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
競
技
し
て
き
ま
し
た
。 

前
日
の
八
月
一
日
に
東
京
入
り
し

た
我
ら
が
松
山
チ
ー
ム
。
リ
ハ
ー
サ

ル
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し
た
後
、

貴
乃
花
部
屋
へ
。
現
役
力
士
と
本
物

の
ち
ゃ
ん
こ
を
食
べ
た
り
、
稽
古
場

で
寝
泊
ま
り
を
し
た
り
、
一
回
り
大

き
な
風
呂
場
で
子
ど
も
達
と
裸
の
つ

き
あ
い
を
し
た
り
と
、
引
率
し
た
私

も
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達

に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
両
国
国
技
館
で
の
試
合

と
、
こ
の
相
撲
部
屋
で
の
宿
泊
は
Ｊ

Ｃ
で
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

改
め
て
、
Ｊ
Ｃ
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 



■結果 

稲田　太一 君 
　　　（石井北小） 

日野　昂輝 君 
　　　（北久米小） 

伊藤　好信 君 
　　　　（新玉小） 

５年生 

６年生 

４年生 

２回選敗退 

ベスト１６入 

３回選敗退 

９ http://www.m-jc.net/

肝
心
の
試
合
で
す
が
、
四
年
生
三

回
戦
敗
退
、
五
年
生
二
回
戦
敗
退
で

し
た
が
、
二
年
生
は
惜
し
い
試
合
で

（
ほ
と
ん
ど
勝
っ
て
い
た
の
で
す
が
）

敗
れ
、
ベ
ス
ト
１６
と
い
う
結
果
で
し

た
。
試
合
中
は
負
け
て
し
ま
っ
た
子

ど
も
達
も
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
試
合

に
は
大
き
な
声
で
応
援
し
、
同
じ
愛

媛
県
か
ら
の
出
場
で
あ
る
宇
和
島
チ

ー
ム
の
子
ど
も
達
の
試
合
も
力
一
杯

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
学
年
を

超
え
た
純
粋
な
友
情
を
垣
間
見
る
こ

と
が
出
来
、
私
も
大
い
に
感
動
し
ま

し
た
。
試
合
で
あ
る
以
上
、
勝
ち
を

目
指
し
て
一
生
懸
命
に
な
る
こ
と
は

重
要
で
す
が
、
勝
ち
負
け
が
全
て
で

は
な
い
！
と
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
く
、

事
業
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た「
敗

者
は
勝
者
を
称
え
、
勝
者
は
敗
者
を

思
い
や
る
」
と
い
う
思
い
や
り
の
醸

成
の
場
と
し
て
今
後
も
継
続
・
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

青
少
年
共
動
委
員
会 

委
員
長
　
西
村
　
直
樹 



１０ http://www.m-jc.net/
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池田啓吾（いけだ けいご） 
昭和３５年６月１１日生 
２０００年度卒業 
㈱ビルド商会　代表取締役

松山ＪＣに入会しましたのが、

もう随分昔の事になりますが、

その当時にじゃがいもクラブに

参加し今回初めて優勝すること

ができました。 

後半、雨・風の非常に厳しい

コンディションで同伴メンバー

が崩れる中、よいプレーができ

たのが今回の結果に繋がったの

でしょう。 

今後もできるだけ参加し、み

なさんとの友情を深めながら楽

しくプレーしたいです。どうも

有難う御座いました。 

池田　啓吾 先輩 

39 

41 

41 

45 

45 

47 

41 

44 

43 

38 

58 

50 

54 

45 

54 

49 

54 

54

45 

44 

46 

47 

51 

47 

36 

41 

44 

46 

51 

48 

46 

42 

44 

44 

44 

59

84 

85 

87 

92 

96 

94 

77 

85 

87 

84 

109 

98 

100 

87 

98 

93 

98 

113

14 

14 

15 

18 

21 

19 

1 

9 

9 

5 

30 

18 

18 

5 

14 

7 

12 

22

70 

71 

72 

74 

75 

75 

76 

76 

78 

79 

79 

80 

82 

82 

84 

86 

86 

91

ドラコン 
ニアピン 
ベスグロ 
次回ＨＤ 

岡本×２ 
野中　　池田　　平岡　　丸山 
上岡 
池田（１４⇒１１）　松浦（１４⇒１３） 

１２ http://www.m-jc.net/

2009年7月15日（水）松山ゴルフ倶楽部 

優 勝 

　次回予定 
９月１６日（水）エリエールゴルフクラブ松山 

　今月のルール＆マナー（吉末　修 競技委員長）  
バンカー内の水溜りに球が入った場合、バンカー内にて
救済のニアレスポイントを決定し、そこから１クラブレン
グス以内でホールに近づかずに障害を避けられる所に無罰
でドロップしなければなりません。また１打罰を受け球と
ボールを結ぶ線上で、そのバンカーの後方にドロップする
こともできます。 

順位 氏　名 ＯＵＴ ＩＮ グロス ＨＤＣＰ ネット 

優 勝 

準優勝 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 
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発行所　社団法人松山青年会議所 
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委　員 

三宅　孝房　　篠原　成昌　　池田　貞伸 

宇都宮貞史　　清水　良英　　高田　政信 

谷本　敦志　　寺田　　明　　松本　　仁 

好　　秀人 

松山ＪＣ委員会紹介 

【まちづくり室・会員開発委員会】 

8月例会「新入会員入会式・正会員証授与式」 
　　　　　　　　　　　　 

委
員
長 

井
原
　
桂
吾 

昭
和
四
十
六
年
九
月
十
五
日
生
ま
れ 

平
成
七
年
　
入
会 

㈱
小
倉
葬
祭
社 

室
　
長 

寺
川
　
洋
史 

昭
和
四
十
六
年
八
月
三
十
日
生
ま
れ 

平
成
十
五
年
　
入
会 

㈱
ハ
ー
ト
交
通 

副
委
員
長
・
財
政
担
当 

石
丸
　
一
臣 

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
九
日
生
ま
れ 

平
成
十
八
年
　
入
会 

㈱
石
丸
商
事
／
え
ひ
め
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー 

幹
　
事 

戒
能
　
史
武 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
七
日
生
ま
れ 

平
成
二
十
年
　
入
会 

㈱
戒
能
会
計
事
務
所 

山
　
　
友
雅 

昭
和
四
十
九
年
八
月
十
一
日
生
ま
れ 

平
成
二
十
一
年
　
入
会 

㈱
山
崎
屋 

駄
馬
元
哲
也 

昭
和
五
十
三
年
五
月
七
日
生
ま
れ 

平
成
二
十
一
年
　
入
会 

ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱ 

一
色
　
貴
志 

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
日
生
ま
れ 

平
成
二
十
一
年
　
入
会 

大
和
酸
素
工
業
㈱ 

森
　
　
真
樹 

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
六
日
生
ま
れ 

平
成
十
八
年
　
入
会 

モ
リ
キ
ヨ
水
産
㈲ 

黒
光
　
　
毅 

昭
和
四
十
四
年
八
月
二
十
九
日
生
ま
れ 

平
成
九
年
　
入
会 

黒
光
米
穀
店 

大
森
　
友
之 

昭
和
四
十
七
年
四
月
十
一
日
生
ま
れ 

平
成
十
一
年
　
入
会 

㈱
花
森 

竹
田
　
　
愛 

昭
和
四
十
六
年
七
月
七
日
生
ま
れ 

平
成
十
九
年
　
入
会 

㈱
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ 

㈱
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
フ
ト 

野
中
　
信
辰 

昭
和
四
十
八
年
十
月
十
七
日
生
ま
れ 

平
成
十
三
年
　
入
会 

㈲
野
中
石
材
工
業 

１３ http://www.m-jc.net/１３ http://www.m-jc.net/

編
集
後
記 

最
近
知
っ
た
こ
と
な
の
で
す
が
、「
情

報
」
を
意
味
す
る
英
単
語
は
２
つ
あ
る

そ
う
で
す
。
一
つ
は
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
」
も
う
一
つ
は
「
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
」
。 

意
味
合
い
は
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
」
は
い
わ
ゆ
る
一
般
的
に
公
で
知
ら

れ
て
い
る
情
報
。
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
」
は
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の

裏
側
や
向
こ
う
側
に
あ
る
一
部
の
人
し

か
知
り
え
な
い
、
本
当
の
情
報
だ
そ
う

で
す
。「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
を
得
る

た
め
に
は
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
自
分
な
り
に
推

測
、
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仮
説
を

た
て
、
複
数
の
情
報
機
関
や
専
門
書
を

精
査
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
も
な
く
日
本
の
将
来
を
う
ら
な
う

総
選
挙
で
す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う

名
の
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
鵜

呑
み
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
な
り

の
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
を
確
立
し
、

先
人
た
ち
が
命
懸
け
で
獲
得
し
て
く
れ

た
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
投
票
所

へ
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。 

〈
出
産
〉 

八
月
五
日 

　
協
働
運
動
推
進
委
員
会
　
平
田
　
裕
二
　
君 

　
第
一
子
　
長
男
　
拓
海（
た
く
み
）く
ん 

【
会
員
消
息
】 

六
月
二
十
七
日 

　
協
働
運
動
推
進
委
員
会
　
今
城
　
靖
浩
　
君 

　
第
四
子
　
三
男
　
大
翔（
ひ
ろ
と
）く
ん 

〈
結
婚
〉 

七
月
三
日 

　
協
働
運
動
推
進
委
員
会
　
松
本
　
幸
三
　
君 

　
　
　
　
　
奥
様
　
陽
子（
よ
う
こ
）さ
ん 




